
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 津 幡 町 立 津 幡 中 学 校  

３年学年だより 

２ ０ ２ ４ 年 ６ 月 号 

津幡中学校校長 泉  智一 

３年学年主任 谷口 亮太 

私はコミュニケーションの講座を聞いて、ゲームなどを通して話を伝える側、話を聞く側のどちらも大切だ

と分かりました。なので、これからは話を伝えるとき、聞くときのどちらでも相手がわかるように、相手が

話しやすいように意識したいです。                       1組 五十嵐 萌香 

コミュニケーションをとる際に、思い込み、偏見で物事を決めつけてしまうことが私にもある。だけど、実

際はそうでなかったことが体験に多いので、あまり自分の思い込みで物事を決めつけるのではなく、話やコ

ミュニケーションを取り決めようと思った。また状況から人の状態を読み取りたいです。1組 廣瀬 一葉 

今まで、コミュニケーションは互いに会話して理解するだけだと思っていたけれど、その過程はけっこう複

雑だということも分かりました。これからは思い込みや偏見だけで行動しないようにしていきたいです。 

2組 松本 朔弥 

今回の授業でコミュニケーションをどのようにすればよくなるかを知りました。先生の考えたゲームの活動

がとても楽しかったです。意外と当たったり、当たらなかったりして、楽しかったです。先生の授業で学ん

だことを活かして今後の学校生活につなげていきたいです。            2組 蔵本 遼太郎 

テレパシーゲームが面白かったです。お互い

の価値観や世代、環境によって答えるものが

違うと思いました。私は差別しないように気

をつけようと思いました。２組 野口 彩詠 

テレパシーゲームで裏を読んだ結果、たくさんの人とかぶってしまいました。また逆に裏の裏の裏を読んで

書いてみたら、かえって誰とも揃わなかったので、今までにない新鮮な感じで楽しかったです。 

３組 矢田 和揮 

私は「コミュニケーション」はどちらか一方ではなく、聞き手と話し手でどちらも相手のことを考えること

が大切だと学べた。聞き手のときは、質問して理解できるように、話し手の時は、１００％の内容を相手が

聞いていると思わないようにできるようにしたい。                 ３組 山口 紗奈 

１２日の総合的な学習の時間に人間関係づくり講座を古市スクールカウンセラーにしていただきまし

た。生徒たちは様々なゲームを通じてコミュニケーションのむずかしさを肌で感じていました。 



 

 

 

 

 

 

  

コミュニケーションにおいて具体的に説明することの大切さを学びました。自分が気づいていないだけで、

意外に偏見や独断で考えていることに驚きました。私は上手く伝えたいことを言えるように頑張りたいです。 

４組 小石 若菜 

エレベーターの文や病院の文など、会話をする際や、文を読む際、あらかじめ持っている偏見や考え方が妨

害して、相手の意図が伝わらないことがあると分かりました。言う方も、聞く方も工夫してしっかりとコミ

ュニケーションをとることが大切だと知りました。                 ４組 高橋 樹生 

今日のお話を聞いて、人によって全然とらえ方や考え方が違ってくるんだなと思いました。１つのことに対

してとらえ方が一人ひとり違っていても個性を大切にしていきたいと思います。    ４組 木下 凛乃 

みんなでゲームをするのがとても楽しかったです。絵をかくのは、

とても難しく、伝え方の大切さがわかりました。人間は先入観にと

ても捉われている生き物だなと強く感じました。 

５組 国崎 哲世 

コミュニケーションの時に伝えたいことをしっかりと確認して伝

えるということを学びました。言葉を抽象的ではなく、しっかり

相手のことを考えて、どのようにすれば伝わるかを考えることが

大切だと学びました。           ５組 瓜 悠希 

将来目指している高校にも行き、つきたい

仕事ができるように頑張っていきたいと思

いました。あと親に「勉強しろ！」ってい

われる前に自分から勉強したいです。 

誰かに言われてから勉強するのではなく、

自分のやりたいことや、目標をもって学ん

でいきたい。また受験が近いので、毎日し

っかりと勉強ができるようにしたい。 

これまでの自分は「今日はこれする」と決

めても面倒くさくて、やらない自分だった。

みんなの考えを聞いて、決めたことを「有

言実行」できるようにしていきたいです。 

将来の仕事のために勉強していると思いま

す。色々なことを学ぶことで、社会にでて

役に立ちたいです。だから日頃から勉強を

頑張りたいです。 

誰かに言われたからではなくて、自分の将来のために、しっかりと勉

強していこうと思いました。何をしたいか、何になりたいかは今はわ

からないけれど、したいことが見つかった時に、すぐできるように学

力をを付けたい。 

１３日の学活の時間に、「どうして学ぶのか」についてクラスのみんなで価値観を発表しあいながら考

えました。自ら学んでいこうと意欲がわいていました。 


